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地方創生拠点整備交付金及びまち・ひと・しごと創生寄附活用事業実施報告

１．事業の概要

事業名  王越宿泊型野外活動施設「交流の里　おうごし」改修整備事業

計画期間  改修整備事業：平成２９年度～令和３年度（５カ年）

総事業費
（うち拠点整備交付金及び
地方創生応援税制適用の寄

附額）

 改修整備事業　２，８８９，０００円
　（地方創生拠点整備交付金：１，３１９，６２５円）

全体事業の概要

 　王越宿泊型野外活動施設「交流の里　おうごし」は，主に青少年を対象とした
 宿泊型野外活動施設であるとともに，にぎわいづくりや地域交流の場として開設
 された。
 　当該事業により施設の機能性および利便性を向上させ，主な利用者である青少
 年や各種団体の利用増を図るとともに，王越町の更なる魅力発信及び活性化に繋
 げる。
 　現在，地域住民が主体となって「王越町共に生きるまちづくり推進協議会」に
 よる季節に応じたイベント（例：自然観察会，みかん狩り，ピザ窯を使った体験
 教室）等の活動や施設内の清掃等を含めた施設の管理業務委託，ひいては将来的
 な指定管理を担うことによる自立化した運営の確立を目指すとともに，長期に
 渡って活躍できるような拠点となるよう整備するものである。

事業の内容

 （１）ピザ窯用小屋新築工事
 　実際に利用している利用者や地元団体からの要望を踏まえ，雨天時や冬季に
 おいても地元団体による体験教室（ピザ作り教室）を実施できるよう，ピザ窯
 全体を囲う小屋の整備を実施する。

 （２）体育館トイレ改修工事
 　体育館や周辺での活動時においては体育館のトイレを使用するが，和式便器
 のため，ウォシュレット型洋式便器へ取替える。（男子１基・女子１基）
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H30 R1 R2 R3

3,636人 3,208人 1,476人 1,482人

289人 620人 176人 170人

593,060円 562,350円 178,095円 152,270円

最終年度目標値

王越宿泊型野外活動
 施設「交流の里 おう

ごし」の利用者数
（人／年度）

平成29年
4月開設
のため，
実績値
なし

3,843人

 令和3年度に3,000人
※令和6年度に4,000
 人（第2期坂出市ま
 ち・ひと・しごと
 創生総合戦略）

王越宿泊型野外活動
施設「交流の里 おう
ごし」の市外からの

利用者数（人／年度）

令和2年度に1,300人

 令和2年度に
         950,000円

３．事業経費の内訳

２．ＫＰＩ（重要業績評価指標）

年　度 H28 H29

950人

王越宿泊型野外活動
施設「交流の里 おう
ごし」の利用料収入

（円／年度）

744,555円

計画名 事業内容 経費内訳

王越宿泊型
野外活動施設
「交流の里
おうごし」

改修整備計画

１．ピザ窯用
    小屋新築
    工事

 １．直接工事費　１，８５３，２８０円
 ２．共通仮設費　　　　６３，７２０円
 ３．現場管理費　　　１５８，７６０円
 ４．一般管理費等　　　３５，６４０円

 　　　　　合計　２，１１１，４００円
　 うち，地方創生拠点整備交付金充当額
 　　　　　　　（１，０５５，７００円）

２．体育館ト
    イレ改修
　　工事

 １．トイレ改修工事一式
　 　　　　　　  　　７７７，６００円
 　うち，地方創生拠点整備交付金充当額
　 　　　　　　  　（２６３，９２５円）
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担当課 成果及び今後の方針

生涯学習課

 　改修により，天候に左右されることが無くピザ窯の使用計画を立てることが
 できるようになったことから，体験教室（ピザ作り教室）の回数を増やし施設
 の利用増に繋げる。また，体育館や野外での活動時に使用する体育館のトイレ
 の洋式化を行ったことで，施設利用者の利便性を高めることができた。令和３
 年度は運動場にテント用ウッドデッキの増設を行った。
 　今後も，宿泊型野外活動施設としてだけではなく，周辺施設の「王越とんぼ
 ランド」も併せたにぎわいづくりや地域交流の拠点となるように努めていく。
 　なお，利用者数の状況については，令和３年度においても，新型コロナウイ
 ルス感染症の影響により，前年度並みとなっている。

４．事業の成果及び今後の方針
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